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プログラミング学習の進め方
● viの基本的な使い方は、できることが前提条件

– テキストファイルを作成し、保存できる



プログラミング学習の進め方
● K-BASIC2のテキストに

沿って学習する



章ごとのポイント
● 1章

– ユニケージのプログラミングの特徴



章ごとのポイント
● 2章

– 最小限のプログラムの書き方に慣れる。
● 3章〜13章

– 文法や機能を１つずつ学ぶ。



章ごとのポイント
● 14章（実習課題 ITEMRNKING）

– 最も基本的な、帳票出力プログラムを作成する。
● 完成するまで頑張る。



章ごとのポイント
● 15章

– バッチ処理（自動で動かすプログラム）
– ファイル設計の考え方



章ごとのポイント
● 16章〜

– 余力のある人向けの課題



次の動画「ユニケージのプログラミングのすごいところ」へ

14章（実習課題）が
終わったら見てください。
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